






要約：各研究協力者により慢性疾患児の QOL を重視したトータルケアに資する研究が進め

られた。慢性疾患児の運動指導及び生活管理についてはマニュアル作成を目標として基礎

的検討を始めた。思春期の早期発来が注目され、このことを考慮した慢性疾患児の管理が

必要であり、また思春期に重要な教育との係わりが調査された。慢性疾患児のための病棟

整備については、ハード及びソフトの両面から研究を行い、特にプレールームの必要性や

長期入院児の問題行動等が調査された。


